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第９回とりアート
（鳥取県総合芸術 51,297 38,014 13,283 51,297
文化祭）開催事業
トータルコスト ７５，２６１千円（前年度６７，０５９千円）〔正職員：３．０ 人〕
主な業務内容 総合芸術文化祭の実施に向けた各委員会の開催及び連絡調整、広報、予算執行管理
工程表の政策目標（指標） 上質な芸術文化の提供、気軽に参加・体験できる場の提供
事業内容の説明

１ 事業の目的・概要
県内の文化活動のすそ野を拡大するとともに、地域に根ざした創造性の高い文化芸術活動を

育成し、特色ある地域文化の振興を図ることを目的に、県民自らの手による文化芸術の祭典と
して開催される「第９回とりアート（鳥取県総合芸術文化祭）」を実施する鳥取県総合芸術文化
祭実行委員会に対して助成する。また、事務局を鳥取県文化振興財団に移管する人件費の措置
についても併せて行う。

２ 主な事業内容
（１） 期 間 平成２３年９月県展開幕日～１１月末日（予定）
（２） 場 所 とりぎん文化会館、倉吉未来中心、米子コンベンションセンター他県下全域
（３） 実施主体 鳥取県総合芸術文化祭実行委員会
（４） 主な事業内容

区 分 内 容
【メイン事業】 ◇地域に密着した題材や人材を活用して質の高い作品を提供
｢八賢伝｣ するため、２年間かけて作品を制作する。

◇平成２３年度は、本番年度であり、舞台制作は県文化振興
〔予算額 14,127 千円〕 財団に委託。

（平成 23 年 10 月 16 日：倉吉未来中心大ホール）
【アートマネージャー育成事業】 ◇鑑賞者に魅力的な文化芸術の鑑賞機会を提供するとともに、

〔予算額 4,500 千円〕 県内の文化芸術活動を支える人材｢アートマネジャー｣の育
成と活用をめざす。

①キラリ☆アートプロジェク アートマネージャーの人材育成を目的に全県より２事業の
ト 企画を公募（再演も可）し、公開審査により選定。採択さ

れた企画を実行委員会が提案者に委託し実施。
②各地区へのアートマネージ 実践できる活躍の場を提供するとともに、各地区事業の
ャーの配置 充実と円滑な実施のため配置。

【各地区企画運営委員会自主企 ◇各地区会場において、県民が気軽に文化芸術を体験、鑑賞
画事業】 できる機会を提供し、文化芸術のすそ野の拡大を図る。

また、会場外にも出向き文化芸術普及活動も行う。
〔予算額 7,010 千円〕 ①公募により県民が実施する参加体験型事業

②各地区企画運営委員会が自ら行う事業
【広報費、運営事務費】 ◇各地区企画運営委員会及び全体広報
（実行委員会、評価委員会及び ◇市町村の地区企画運営委員会への参加と広報紙を活用した

事務局運営費） PR の連携
〔予算額 10,798 千円〕◇実行委員会、評価委員会及び事務局の運営に要する経費

【事務局移管に係る人件費】 ◇２４年度までに事務局を段階的に県から県文化振興財団に
移管する。
[新]正職員１人、非常勤職員１人

〔予算額 14,862 千円〕 [継続]非常勤職員２人、臨時職員(３か月)２人
（移管内容）

・平成２２年度：中部・西部地区企画運営委員会事務局
・平成２３年度：東部地区企画運営委員会事務局
・平成２４年度：県総合芸術文化祭実行委員会事務局

※アートマネージャーとは：文化芸術に関する事業において、円滑な事業実施をプロデュース
し、地域を巻き込み、鑑賞者と活動者双方へ働きかけながら、人材発掘やスタッフ・出演者
等のコーディネートなど、事業に係る幅広い業務を担う人材のこと

３ これまでの取組状況、改善点
・メイン事業は、十分な準備期間を設け、質の高い作品を２ヵ年かけて制作することとした。
今年度は準備年度としており、来年度の本番に向けて作業を進めている。

・各地区企画運営委員会主催事業も、アートマネージャーを設置し、地域と密着した各地区独
自の活動も充実してきている。


